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約
１
０
０
年
前
の
大
正
時
代

に
、政
治
は
国
民
の
た
め
に
あ
る

べ
き
だ
と
し
て
、国
民
が
直
接
選

挙
に
よ
っ
て
選
ん
だ
国
会
議
員

や
政
党
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
政

治
を
理
想
と
し
、「
民み

ん
ぽ
ん本

主
義
」を

提
唱
し
た
吉
野
作
造
博
士
。
現

在
の
民
主
主
義
へ
と
つ
な
が
る

国
の
在
り
方
を
い
ち
早
く
説
き
、

「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
旗
手
」

「
民
主
主
義
の
父
」と
い
わ
れ
る

大
崎
市
が
誇
る
偉
人
で
す
。

　

こ
の
吉
野
博
士
の
功
績
を
讃

え
、
後
世
へ
と
伝
え
て
い
く
た

め
、
平
成
7
年
1
月
29
日
に
開

館
し
た
吉
野
作
造
記
念
館（
大

川
真
館
長
）が
、来
年
1
月
29
日

に
開
館
20
年
を
迎
え
ま
す
。

　

同
館
は
国
内
で
唯
一
、吉
野
博

士
を
顕
彰
す
る
た
め
の
施
設
で
、

平
成
14
年
か
ら
は
、
施
設
の
管

理
・
運
営
を
特
定
非
営
利
活
動

法
人
古ふ

る
か
わ
が
く
じ
ん

川
学
人（
佐
藤
俊
明
理

事
長
）が
担
っ
て
い
ま
す
。

　

開
館
以
来
、
著
書
、
写
真
、
書

簡
、遺
品
な
ど
の
資
料
約
1
万
点

を
収
集
・
保
管
し
、博
士
の
生
い

立
ち
や
人
と
な
り
、政
治
学
者
・

歴
史
家
と
し
て
の
功
績
、言
論
活

動
、
信
仰
、
中
国
・
韓
国
と
の
関

わ
り
な
ど
、資
料
や
映
像
で
分
か

り
や
す
く
知
る
こ
と
が
で
き
る

常
設
展
示
の
ほ
か
、企
画
展
や
講

演
会
、機
関
誌
発
行
な
ど
、精
力

的
に
情
報
発
信
し
、吉
野
作
造
を

研
究
す
る
者
に
と
っ
て
も
、大
変

意
義
深
い
施
設
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

出
前
講
座
で
は
、依
頼
の
あ
っ

た
団
体
の
地
域
と
吉
野
博
士
の

関
係
性
な
ど
を
織
り
交
ぜ
た

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
講
座
を
準

備
し
た
り
、
震
災
復
興
関
連
事

業
と
し
て
、
大
正
12
年
に
発
生

し
た
関
東
大
震
災
を
時
代
背
景

に
、当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
と
吉

野
博
士
の
動
向
な
ど
も
伝
え
ま

す
。ま
た
、次
世
代
を
担
う
人
材

育
成
に
も
力
を
入
れ
、特
に
若
い

世
代
に
、興
味
深
く
、分
か
り
や

す
く
伝
え
て
い
く
か
を
重
要
な

テ
ー
マ
と
し
て
事
業
展
開
し
て

い
ま
す
。こ
の
一
環
と
し
て
、館
内

に
は
、静
か
に
学
習
で
き
る
学
習

ル
ー
ム
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

来
館
を
機
に
、吉
野
博
士
が
関

東
大
震
災
時
に
行
っ
た
被
災
者

救
済
活
動
な
ど
に
触
発
さ
れ
、古

川
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
が
、言

論
サ
ー
ク
ル「
古
高
学
人
会
」を

結
成
し
、授
業
で
は
得
難
い
こ
と

を
自
発
的
に
学
ぶ
活
動
を
精
力

的
に
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

開
館
20
年
目
を
迎
え
る
に
当

た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
講
演
会
や
展

示
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、現

在
は
、ミ
ニ
企
画
展「
吉
野
作
造

記
念
館
20
周
年
の
歩
み
」
と
し

て
、こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き
た
企

画
展
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、来
年
1
月
29
日
は
、記

念
コ
ン
サ
ー
ト
や
記
念
講
演
会

を
行
う
べ
く
現
在
準
備
を
進
め

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

近
代
日
本
の
礎

い
し
じ

で
あ
る
明
治
・

大
正
を
駆
け
抜
け
た
、郷
土
の
偉

大
な
先せ

ん
だ
つ達

の
足
跡
を
た
ど
り
に
、

次
の
休
み
の
日
は
、吉
野
作
造
記

念
館
へ
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
27
年
１
月
29
日
「
開
館
20
年
」

吉 野 作 造 記 念 館 か ら の お 知 ら せ

 企画展 「吉野作造と賀川豊彦

貧しき者、弱き者のために」

　期間　12 月28 日まで

　料金　500 円 ( 常設展の見学可)

 映画「死線を越えて賀川豊彦物語」

　日時　11 月9 日・16 日

　　　　23 日  14 時～ (125 分)

　料金　無料 ( 企画・常設展は有料)

 吉野作造講座受講者募集

「日本の民主主義と吉野作造」

日程　11 月3 日・8 日・15 日

　　　22 日

時間　14 時～16 時

料金　1,200 円（全4 回分）

申込　電話で申し込みを受け付けて

　　　います。　

吉野作造記念館を運営する特定非営

利活動法人古川学人のスタッフの皆

さん。吉野博士のことを伝え継ぐた

め、日夜奮闘中です。

さまざまな世代の皆さんに向けた、講

演会やセミナー、イベントなどを開

催しています。興味がある人は、ぜひ、

ウェブサイトで確認してください。

吉野博士の生家跡は、現在、古川地域十日

町の四季彩通り商店街に「吉野作造生家

跡地パーク」として整備されています。目

印は「幸福の黄色い郵便ポスト」です。

吉野作造記念館 ～　　  の歩み～

平成 7年　1月29日、吉野作造記念館開館

平成 9年　5月19日、天皇皇后両陛下がご視察

平成10年　作家井上ひさし氏名誉館長に就任

平成14年　管理・運営をNPO法人古川学人が受託

平成15年　吉野作造長男 故俊造氏宅より関係

　　　　　資料36点が寄贈される

平成16年　開館10周年記念事業としてロゴマー

　　　　　クを募集・決定

平成19年　吉野作造研究賞を設ける

          吉野ネットワーク交流事業「人材育

　　　　　成研修会」を開催（以後、毎年）

平成22年　井上ひさし名誉館長逝去（享年75歳）

平成23年　東日本大震災により被害

平成24年　『吉野作造記念館所蔵資料目録』刊行

          猪木武徳氏（青山学院大学大学院特

　　　　　任教授）が特別顧問に就任

平成25年　東アジア交流事業として日中文化交

　　　　　流シンポジウム「吉野作造と近代中

　　　　　国」を開催

20年20年20年

開館時間　9 時～17 時

入館料　　小中学生100円・高校生210円・一般310円 ※20 人以上で団体割引あり

休館日　　月曜日(ただし、祝日・振替休日の場合は翌日)

場所　　　大崎市古川福沼1-2-3

問合せ　　23-7100　23-4979　　　
ウェブサイト　http://www.yoshinosakuzou.jp/
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吉野作造記念館
Yoshinosakuzou Memorial Museum

郷
土
の
偉
人
の
足
跡
を
伝
え
続
け
る

吉
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